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テッポウムシ（カミキリムシの幼虫）や

ボクトウガの幼虫が幹に穴をあけること

がある。見つけ次第駆除する。グンバイ

ムシやハダニの被害受けると葉が白っぽ

くなり樹勢が衰える。 

生長は比較的遅いが、萌芽力があり剪定

や刈り込みに適応する。剪定は冬期に混

み入った枝を透いて樹形を整える程度で

まとまる。新梢に翌年の花をつけるので

剪定時期に注意する。 

新梢が赤味や黄味を帯びる品種がある。

これらの剪定は、芽の出る前がお薦め。

翌年の花を新梢の先につけるので花芽を

切らなくて済む。浅根性（根の張り方が

浅い）のため地表の乾燥に注意する。 
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黄
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○ ○ ○ 

好みの環境 

日当り 陽 ○ ○ ○ 陰 

土 壌 乾 ○ ○ 湿 

寒 さ 強 ○ 弱 

暑 さ 強 ○ 弱 

潮 風 強 ○ 弱 

葉にアセボトキシンという成分をもち、馬が食

べるとふらつくことから「馬酔木（あせび）」

と書く。 

Memo 

比較的地味なアセビに、ピンクや赤系の花をつ

ける園芸品種がいろいろ流通している。淡紅色

の「アケボノアセビ」、濃紅色の「ベニバナア

セビ」が代表品種。ほかに、斑入り葉の「バリ

エガータ」や新芽が鮮やかな紅色から次第に黄

を帯びる「フレーミングシルバー」もある。 

生長：やや遅い 特 記 

ツツジ科（APGⅢ） 科 名 

常緑／低木／木本植物／園芸品種 

アセビ（園芸品種）   


